



































H19 A 1 (2) 27 x 3.4 85.6% 
H19 A 1 (3) 9.3 X 0.8 84.8% 
H22 A 1 (2) 27 x 3.4 84.4% 
H24 A 1 (4) 90 x 0.7 90.8% 









H19A4 210 x 0.6の式で答えが求められる問題を選ぶ 54.3% 
H24 A 3 (1) 120 c mの赤いテープの長さが白いテープの長さの0.6倍に当たる
とき，二つのテープの長さの関係を表している図を選ぶ 34.3% 
H24 A 3 (2) |120 c mの赤いテープの長さが白いテープの長さの0.6倍に当たる
とき，白いテープの長さを求める式を書く 41.3% 
H26 A 2 (2) I示された図を基に，青いテープの長さが白いテープの長さ (80c m) 




































































B型は，整数の場合のときに，例えば， (1 m 













30円 :1社)を与え，ある長さ(2.3m : 5社，




























































現は， 1から 2.4に矢印「→Jをつけ i2.4倍」




























で指導される。その導入は，例えば， r6 c mの
2つ分のことを， 6c mの2ぽいともいいます。」
などと r6 x 2 Jの式と共に教えられる。また，




































3m 21 m 
図6 21 mは3mの口倍を表す関係図

















えられる。初めは f20c mは10c mの何倍かJ
など整数倍から取り上げ，次に. f16 c mは 10










立体の体積の単元で. r直方体の高さが2倍. 3 



































































































第2時 (整数) x (小数)の学習の動機づけ
. (本時)
第3時 (整数) x (小数)の立式と計算の仕
方
第4時 (小数) x (小数)の立式と計算の仕
方
第5時 (小数) x (小数)の筆算の仕方(形
式化)





















































1 m 80円のリボンを 2.3m買ったときの代金
を求める式を，ことばの式や図を使って考える
活動を通して， r長さが 2.3倍になると代金も同






























から， 80円の2倍で 80x 2 

















< 80 x 3の式になるわけ>
































< 80 x 2.3の式になるわけ>
a m ロ伺 1ml 
F~町立川 80 円
??





から， 80円の 2.3倍で 80x 2.3 



















おひとりの先生からは， rやはり 80x 2.3の式
のわけの説明のところが難しいと思う。 2.3倍と
いう表現が難しいのではないか。」と感想をいた
だいた。でも別の先生方からは， r 2m， 3 mの
ときに関係図を使っていたら， 2.3 mのときも関
係図を使って説明ができるのではないか。Jr倍
関係は低学年の2年生のときから継続的に育て
ていかなくてはいけない見方ではないか。Jなど
という感想もいただいた。
整数倍から小数倍へと考えを帰納的に発展さ
せていくのは子どもにとって大変難しいことで
ある。それだけに，第2学年からの倍概念の系
統的な指導と，第5学年での小数の乗法の意味
指導の工夫が大切だと考える。特に，言葉だけ
ではなく，図と式を結びつけて考え説明する算
数的活動の充実を通して，小数倍のイメージを
つくっていくことが大切である。
平成 27年度から使われるある教科書を見る
と，第4学年の小数÷整数の学習で小数倍の指
導，第5学年の小数の乗法の導入で関係図の指
導が取り入れられており，我が意を得たりの感
がある。
今後は，第5学年の担任の先生と一緒に授業
づくりを行なったり，第5学年の子どもに実際
に授業を行なったりすることで，指導の工夫の
有効性を試してみたい。
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